
様式第二号の八（第八条の四の五関係）
（第１面）

産業廃棄物処理計画書

年 4 月 11 日

明石市長　　　殿

提出者
　住　所

神戸市中央区京町８３番地

　氏　名　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）
ケミプロ化成株式会社
代表取締役社長　兼俊寿志

　電話番号
０７８－３９３－２５３０

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事　　業　　場　　の　　名　　称

事　 業　 場　 の　 所　 在　 地

計　　　　画　　　　期　　　　間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本工業規格　Ａ列４番）

４０人（２０２４年４月1日現在）

令和6 

④　産業廃棄物の一連
　　 の処理の工程

③　従　  業　  員    数

②　事　業　の　規　模

①　事　業　の　種　類

廃棄物の発生については別紙１－５「製品A-C、Ｅ、Ｆのブロックフ
ロー」、別紙６「製品以外発生廃棄物フロー」の記載のとおり
各廃棄物発生後の引き取り手順は別紙７「廃棄物処理に関する管
理組織図」の記載のとおり
収集運搬、処理方法、処理会社については別紙１１「産業廃棄物
の種類」の記載のとおり

ケミプロ化成株式会社　明石工場

明石市二見町南二見22番31号

令和６年４月1日から令和７年３月３１日

１６３９　その他の有機化学工業製品製造業

製品出荷額213,051万円（令和５年度分）



（第２面）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

別紙７「廃棄物処理に関する管理組織図」のとおり

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　【前年度（令和 5 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

製造工程での見直しをテーマに廃棄物の排出量削減に努めます。

（これまでに実施した取組）
産業廃棄物は前年計画2902.1tに対し、実績2781.07tで約4％の減少になっており
ます。要因としましては、生産品目変更に伴い廃アルカリの減少によるものです。対
策としては前年同様にライン洗浄量を少なくし、窒素圧送を行っております。

産業廃棄物の種類

①現状

②計画

排　　　出　　　量

②計画

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
工場内の保管場所で、汚泥、木くず、廃プラスチック類、金属くず、廃蛍光灯に分別
し保管しております。

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）
引き続き産業廃棄物の保管場所での分別の徹底を行います。

（今後実施する予定の取組）


（管理体制図）

①現状

　【目　　標】

産業廃棄物の種類

排　　　出　　　量
別紙９「産業廃棄物の排出の抑制に関する事項」の記載のとおり

別紙９「産業廃棄物の排出の抑制に関する事項」の記載のとおり



（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

　【前年度（令和 5 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　【前年度（令和 5 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

特になし。

②計画

　【目　　標】

産業廃棄物の種類

自ら中間処理により減
量する産業廃棄物の量

（今後実施する予定の取組）

（今後実施する予定の取組）

特になし。

①現状

産業廃棄物の種類

自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）

特になし。

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）


②計画

　【目　　標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行っ
た産業廃棄物の量

①現状

産業廃棄物の種類

特になし。

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

別紙９「自ら行う産業廃棄物の再生利用に関

する事項」の記載のとおり

別紙９「自ら行う産業廃棄物の再生利用に関

する事項」の記載のとおり

別紙９「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関

する事項」の記載のとおり

別紙９「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関

する事項」の記載のとおり



（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

　【前年度（令和 5 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　【前年度（令和 5 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

出来る限り、排出する産業廃棄物のリサイクルを推進。

（これまでに実施した取組）
特になし。

（今後実施する予定の取組）
特になし。

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者へ
の処理委託量

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量

（これまでに実施した取組）

①現状

②計画

　【目　　標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行っ
た産業廃棄物の量

①現状

産業廃棄物の種類

全処理委託量

別紙９「自ら行う産業廃棄物の埋立処分または海洋投入処
分に関する事項」の記載のとおり

別紙９「自ら行う産業廃棄物の埋立処分または海洋投入処
分に関する事項」の記載のとおり

別紙９「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の記載のと
おり



（第５面）

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）
引き続き排出する産業廃棄物のリサイクルを推進。焼却している廃アルカリや汚泥等を
出来るだけサーマルリサイクル出来る業者に処分依頼していくように切り替えていきたい
と思ってます。

※事務処理欄

②計画

　【目　標】

産業廃棄物の種類

全処理委託量

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者へ
の処理委託量

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量

別紙９「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の記載のと
おり



（第６面）

　備考

1 　前年度の産業廃棄物の発生量が１，０００トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

2 　当該年度の６月30日までに提出すること。

3 　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

（１） ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

（２） ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成
　工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規模
　が分かるような前年度の実績を記入すること。

（３） ④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了する
　までの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。

4 　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中間処理
を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うこ
とによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5 　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量を記
入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第６条
の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者
（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への
焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託
量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

6 　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と
記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の種類が３以上
あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した
別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

7 　※欄は記入しないこと。



刀ll紙 1

製品Aブロックフロー

汚泥

R2.5,8

反応 原料仕込み

中和 廃プラスチック類

反応

遠心分離 ろ液処理 溶剤回収

廃アルカリ 引火性廃油中間品

反応 中間品皓

廃プラスチツク類

濾過 汚泥

晶析山遠心分離 溶剤回収

乾繰

充填

汚泥

引火性廃油



月J紙2

製品Bプロックフロー

R2.5.8

反応 原料仕込み

後処理 排水

濃縮B調整 溶媒回収

製品

釜洗浄

引火性廃油

排水



月1帯紙3
R2.5,8

製品 Cプロックフロー

廃プラスチック類

原料仕込み

後処理 強酸

廃アルカリ

排水処理

溶剤回収濃縮

結晶ほぐし

溶剤回収遠心分離

乾燥 引火性廃油

製品

汚泥



男1輩巌4 R2,5,8

製造Eブロックフロー

原料仕込み

反応

後処理 廃アルカリ

溶剤回収

加水分解

抽出

原料仕込み

反応

後処理

排水(自社処理〉

廃アルカリ

排水(自社処理)

溶剤回収

溶解

晶析

ろ液回収遠心分離

wet品 引火性廃油

汚泥



月1紙5 R2.5.8

製品 Fブロックフロー

廃アルカリ

廃アルカリ

汚泥

原料仕込み反応

後処理

溶剤回収濃縮

結晶ほぐし

ろ液回収遠心分離

wet製品

引火性廃油

排水処理



男ば紙6

製品以外発生廃築物フロー

生産技術部 E品質管理部より廃液

原材料荷受け時

工場の照明

R4.4.21

碕分析による 引火性廃油

原材料の梱包 木くず

蛍光灯 水銀使用製品産業廃棄物



男u紙7

廃葉物処理に関する管理組織図

汚泥、水 品産業廃棄物

▼
セ

<

分担
環境部
・廃棄物処理計画等の
・処理委託業者の選定

,

策定、行政への報告
、廃棄物処理委託契約等手続き 引き渡し、適正処理の確認

・マニフエストの保管管I里

製
★獣署内の発生産業廃棄物の削減、分別、保管場所への運搬

管理部
・廃棄物の積み込み

管理部

契約等

ニフェ

工場長(統播責任者)



月‖紙8

廃棄物処理に関する管理組織図

に

ドラ天付き ム

工Ⅲ……Ⅲ

契約等 工場長 (統括責任者)

蜘
分担

環境部
・廃葉物処理計画等の策定、行政への報告
処理委託業者
マニフエストの

管理部
・廃棄物の積み込み

、廃棄物処理委託契約等手続き、引き渡し、適工処理の確認

削減、分別、保管場所への運搬



月叫紙 9
産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項
5

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

庫 ブラ輌 合 計汚 泥 木くず 廃アルカリ 金属くず
11 007 2781071」量 80 33 2652 5

Γ率プラ輌 合 計汚 泥 木くず 廃アルカリ 金属くず
14 01 29021」量 63 48 2770 7

汚 泥 木くず 廃アルカリ 金属くず 靡 プラ緬 合 計

目ら再生利用を
おこなった量

0 0 0 0 0 0 0

汚 泥 木 くす 廃アルカL 金属くず F発ブラ類 水銀製品 合 計

目ら再生利用を
おこなった量

0 0 0 0 0 0 0

肝 業 F卒棄 物 の 種 類 汚 泥 木 くす ア )レカ L 金属くず 廃プラ類 水銀製品 合 計

目ら烈回収を
おこなった昌

0 0 0 0 0 0 0

肝 業 厩 棄 物 の i車類 汚 泥 木 くす ア )レカ L 金属くず 廃プラ類 水銀製品 合 計

目ら烈回収を
おこなった昌

0 0 0 0 0 0 0

汗 業 F卒翼 物 の 種 類 汚 泥 木 くす アルカ I 金属くず 廃プラ類 水銀製品 合 計

目ら埋立処分又は

海洋投入処分を
おこなった量

0 0 0 0 0 0 0

合 計汚 泥 木 くす アルカ I 金属くず F発ブラ類 水銀製品

0
自ら埋立処分又は

海洋投入処分を
おこなった量

0 0 0 0 0 0

汚 況 木 〈ず 疇 アル カリ 厩 フラ姿貞 合 計腫菜 F発棄物の種類
80 33 2652 5 11 007 2781

56 33 1509 0 11 0 1609

24 33 2100 5 11 007 217307

0 0 9 0 0 0 9

全処理委託亘

56 0 542 0 0 0 598

産 業 廃 棄 物 の種 類 汚 泥 木 〈ず F界アルカ IJ F発フラ類 合 計

63 48 2770 7 14 0.1 2902.1

63 3 1190 0 1 0 1257

20 48 2040 7 14 01 21291

1300 0 130 0 0 0

0 0 0 643

全処理委託量

43 0 600



月J紙 10
特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

自ら行う特管物の中間処理に関する事項

特管物の処理の委託に関する事項

自ら行う特管物の再生利用に関する事項

自ら行う特管物の埋立処分に関する事項

t

t

t

t

特 管 ]の種類 引火性廃油 3蛍酸 強アルカし 合 計
141 30 516:出 量 345

合 計特 管 ]の種類 引火性廃油 3強峻 検アルカウ

213 30 578:出量 335

特管物の種類 引火性廃油 毎酸 陰アルカI 合 計

0 0 0 0目ら再 生利用を

おこなつた量

耳i 主酉隧と 陰アルカ! 合 計特官初の種套良 引火性廃油

0 0自ら再生利用を
おこなつた量

0

特 管 ]の種類 引火性廃油 ]盆酸 強アルカし 合 計

0 0 0 0自ら烈回収を
おこなった量

弓全遭躍ご 強アルカし 合 計特 管 ]の種類 引火性廃油

0自ら熱回収を
おこなった量

0 0 0

引火性廃油 弓: t酉霊 aアルカI 合 計特管物の種類

0 0 0目ら埋立処分を
おこなつた量

0

特管物の種類 引火性廃油 盛と望毘 負アルカI 合計

0 0 0 0目ら埋立処分を

おこなった量

引火性廃油 弓蛮酸 強アルカリ 合 計特管物の種類
345 141 30 516

345 141 30 516

7 42 30 79

0 232232 0

0 0 113熱回収を行う業者への

処理委託量

処理委託量

へ の

処理委託量
へ の

113

合 計特官初の種類 引火性廃油 3虫崚 強アルカリ

335 213 30 578

213 30 578335

2130 213 0

134 0 0 134

全処理委託量

201 0 30 231



別紙 11

木くず

く委託 :(有 )明石清掃>
<委託 ,田 El建材(株)>、 く委託 t木村工業(株)>

<委託 :―宮運輸(株)>、 <委託 ,(宥 )明石環境開発>、 く新団出工業>
く委託と内醸工業 (株)>
く姿託 |ニヨシステム出陽(株)>、 <委託 ,(株 )パルチック>
<委託 :血田工業(株)>

く委託 :(有 )E貞石清掃>
く委託 :田巨建材総>、 く委託 :木村工業(株)>

<委託:(株 )パルチック>、 くサンエム>
<委託:(株 )新闘曲工業>、 <委託〔(株)ユアック>、 く姿託 :五顧システムジャバン(株)>
く委託 !サンワリューツー(株)>、 く委託 ,(株 )裁ダマ>、 く委託

`(株
)ダイセキ>

<委証 :(株 )パルチック>、 く委説 :五ョシステム幽陽(株)>.<委託 :エヨシステム闘山(株)>
<委託 :(株)ダイカン>
<委託 :園歯絋油(株)>
く委託 !(株 )パルチック>、 く委説 :サンワ南海リサイクル(株)>、 く委託(株)ダイセキ>

<委託と(株)AYK>
・圧縮・破砕夕江と分 <妻託 :麓崎容器工業(株)>

リート題化

<委託 I(有)明石潜持>
く委託 t関西環境建設 (株)>

その他処分

収集運搬

強辞鑢律

蚊集運搬

取集選機

又ヽ集運搬

焼去B処分

中秦屋

廃プラステック

廃アルカリ

金属くず

水銀製品産業廃棄物
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引火性廃油

強酸

強アルカリ

収集運搬
収集運搬
焼却処分
燃料化

<委託 :(株 )大田化成商会 >、 <委託 :(株 )ゲイセキ>
<委託 :一宮運輸 (株 )>、 <委託 :エコシステムジャパン(株)>、 <委託 :(株 )新岡山工業>
<委託 :新日本開発 (株 )>、 <委託 :エコシステム山陽 (株)>
<委託 :(株)ダイセキ>

収集運搬
中和

<委
<委
大
大
託

託
幸工業 (株)>
阪ベントナイト事業協同組合>

収集運搬
中和

<委託 :(株 )パルテック>
<委託ツミルテック>
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